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品、
J

P

J

一
一
と
知
ら
す
る
こ
、
同
町
内
さ
れ
に
い
Y
朽
d

刊
に
偽
泣
等
、

mwU引
の
真
正
ャ
ロ
わ
い
め
る
一
！
舟
け
が
ト
／
ω
上
L
、

一
つ
の
県
三
十
！
攻
の
寸
ぺ
ー
、
L

オ
相
士
会
坦
旨
日
明
瞭
で
な
い
」
い
ご
～
子
市
が
ん
仔
在
す
ヴ
守
」
い
う
こ
し
？
と
さ
。
－

J

ー
不
作
vh名
苛
配
伐
、

ド
ァ
、
“
平
と
被
告
町
の
出
民
数

店ム一
n
k
f九
回
身
心
売
拝
」
一
る
機
河
一
山
に
一
山
い
マ
、

U

ハ山中件
μ
由
同
ゾ
店
長
に
f
J
J
一
台
も
の
車
数
が
花
一

円山泊

rw叙
t

の
ほ
ゐ
乙
〉
ど
、
4
張
、

F

己
、
「
統
廃
ム
子
事
り
E
主

γ
一ゲ」山一つ

h

い
八
ご
と
、
高
名
品
川
い
川
氏
己
主
山
川
ナ
る
に
は
多
初
心
春
日
川
市
J
V」要
F
J

る
」
、
岳
山
「
J

？
の
司
法
が
込
達
さ
れ
Q
L

は
い
ス
な
い
戸
」
と
で
も
必
村
ピ
行
え
る
と
」
、
「
川
川
夫
氏
一
高
名
品
川
い
汁
六
万
内
心
4
人
生
や

つ
心
吏
望
事
頃
川

て
、
て
に
詰
践
す
る
陸
J
E
V
Zげ
と
い
唯
引
い
ナ
る
に
山
ぺ

mr
タ
者
の
川
支
zど
得
た
よ
と
、
同
特
ιfr
焔
設
す
る
こ
／
の
日
い
怒
桜
で
判
別
一
一
副
山
詞
ん
い
よ
可
ょ
こ
ー

い
い
］
休
は
一
川
さ
れ
る
と
い
う
べ
決
〉
よ
め
る

JlrL
白川日
L
J

、
広
々
パ
伺
川
1
h
叫
間
計
九
吋
は
、
岩
む
者
に
」
Y
J
〕
工
官
れ
の
向
べ
正
や
品
慌
の
お
己
H
の
住
誌
に
印
閉
ま
〉
f
－「ぃト
U
Z山
叫
間
以
、
北
か
（
乙

二
一
ー
；
こ
一
一
夜
〉
T
V
F
J

：

」

三

カ

干

J

l
！一一片

ρ
f
7し
す
刀

？
と
叩
mh
に
m
祝
日
々
白
活
動
の
川
辺
凶
円
に
つ
い
て
、
ど
の
一
寸
7
台
品
引
が
；
一
れ
了
少
～
カ

s

L
H
～
斗
丘
、
町
H
h
J

開
催

υ
た
り
子
江
川
W
H
備
ぶ
阿
一
仇
別
ム
一
に
は
安
川
山
〕
ま
し
た
h
d

一
一
一
泰
山
、
三
一
と
符
え
た
川
崎
台
、
）
川
内
f

り
の
説
町
ど
叩
問
き
、
行
名
を
7
に
ん
時
と
総
局
ム
に
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汁
」
一
る
リ
4
4
d
h
J
A
U九
日
刊
一
に
A
I
J
r
変
h

わ
り
な
い
れ
J

〔
」
フ
不
忘
れ
仇
1

｝
九
（
ス
て
同
台
、
）
昌
司
νーを

γ
た
後
、

4
辺
で
に
甘
え
小
μ
J

校
心
J
町
民
ム
日
つ
い
て
、
色
々

な
「
一
思
閉
山
r
れ
て
い
る
三
忠
一
つ
が
、
吉
名
立
L
た
IJhl

〆
一
、
税
応
ハ
ノ
J

P

ら
ん
す
る
vワ
ス
反
対
一
之
f

も
変
ト
ベ
り
な
い
か
c
』
と
い
っ
た
空
名
の
兵
王
や
前

取
の
品
己
日
の
順
一
心

ζγ
つ
い
い
円
的
を
凶
～
ん
こ
ま
閉
山
門
戸
山
1

わ
れ
て
？
り
、
本
件
司
別
訪
問
調
十
立
J，J
4ヲ
伊
一
五
名
手
や
J

2

5
山
刻
岩
戸
、
JF人
I
T－－
h
y」こ庁内
h
A
士

切
ケ
ゐ
も
の
で
あ
っ
～
乙
認
川
町
「
ノ
じ
れ
る

Y
は
、
白
山
い
比
一
九
巾
千
一
一
コ
の

一
許
応
枯
し
占
F
U
表
現
心
［
r
H
h／
一
公
士
し
一
f
h
h
げ
て
、
同
日
斗
門
に
つ
き
夕
、
h
く
よ
忠
夫
戸
占
め
る
こ
一
点
止
ム
れ
る
〈
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ワ
一
ブ
イ
パ
ン

i
権
佼
肯
リ
有
証
、

L
U
一
条
は
、
辺
氏
。
私
土
日
上
円
九
州
A
J
合
格

7

一
円
r

使
に
社
？
と
L

る
保
校
三
、
れ
る
へ
き
こ
と
を
域
主
ゾ

Jυ
令
、
も
の
で
あ
れ
、
例
人
り
私
l

じ
の
山
山
の

っ
と
ノ
七
、
何
人
も
、
間
人
に
閃
ず
る
信
州
開
や
み
た
り
同
第
二
者
日
間
ボ
f
人
は
公
安
さ
れ
な
い
け
I凶

2
t一ハマ令、ーも心

Lmさ
れ
F

勺

（
最
高
及
昭
和
内
山
平
一
月

一回
1
1

六
法
廷
干
仇
一
日
仙
疋
h
f
Iんp
k
d
u
h
J
論（
υ九
千
恥
旨
に
よ
れ
ば
e

h
↓
二
（
八
回
？
え
り
l
h
名
）
つ
総
つ
れ
に
勺
ク

山4
1手

J

円
…
全
日
ヤ
と
こ
に
ふ
ナ
コ
マ
ク
す
る
ニ
乙
山
一
」
山
柘
め
て
非
効
率
三
、
訂
以
い
刀
牛
じ
る
川
龍
也
が
h

J
↑ご一

r、
事
件
町
d
p
t
刊
民
高
蛍
心
1

〕
め
に
ド
件

ザ
見
哀
作
成
z
寺
内
日
必
民
で
あ

J

に
こ
ー
が
必
わ
ノ
ら
れ
Q

ぃ
ぷ
件
吋
柄
引
討
中
川
苅
合
…
を
行
人
ニ
〆
】

H
t
J
日υ
許
さ
れ
、
士
会
人
、
化
訴
が
玩
起
さ
れ
一
～
こ
」
か

己
、
被
パ
は
に
お

ρ
一
三
乙
パ
J

主
制

v

ご
み
件

覧
以
内

J

刈
す
い
右
乞
継
続
す
る
必
川
／
に
か
あ
ど
、
一
一
－
J
U
明
り
か
で
あ
る
け

ー
ご
っ
と
す
る
と
、
本
円

覧
表
作
一
以
与
は
、

i

糸
川
川
間
別
訪
問
調
査
の
汁
的
外
寸
の
eJ
吉
区
｛
り
た
め
に
必
支
最
小
『
札
宝
の
も
の
で
あ
っ
て
一
、

1

紅
土
治
上

わ
け
円

ν：
小
中
に
侵
害
す
る
も
の
し
は
バ
め
つ
れ
な
い
」

「評釈］
本
引
は
日
υl置
づ
け

署
名
M

白川
Y
1
1
円
1

〆
に
没
、

2m
ご
尚
一
ド
よ
る
川
μ
む
誌
に
わ

vrる
例
別
訪
問
説
立
げ
が
許
腐
心
拍
己
主
剤
心
｛
山
中
4
M
害
す
る
均
一
γ

う
か
、

お
一
九
υ
、
行
－
一
付
け
に
記
政
さ
れ
た
官
れ
引
の
別
人
治
打
引
を
史
肘
1

て

詰ト衣人ど
M
H
収
ど
ん
一
で
－
が
プ
ラ
パ
J

t

持
か
一
伝
ハ
析
す
る
ム
刀
ど
－
ー
か
に
f
J

い
て
、

判
断
や
小
J

L

～
も
一
り
て
ゐ
る
ん

d
関
誌
に
づ
一
ぃ
、
は
、
ノ
f

れ
官
三
十
川
カ
っ
詰
Y
7
つ
れ
ん
裁
判
例
は
ほ
と
む
1
y

た
く
、
1
1
介
入
坑
泊
一
と
記
載
し

γ
品
相
当
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判例ill究

：
一
、

一
－
v
↑

小
問
f

、
は
、
当
名
活
一
－
M
L
＋旧

版
権
去
現
の

H
出
の
悶
wmを
日
滑
に
L
に
つ
ス
で
、
川
デ
ィ
タ
を
げ
勺
三
苦
山
し
灯
F
J

る
判
別
の
的
き
か
け
が
不
当
な
「
い
↓

N
d
h川
、
／
る
」
場
合
崎
山
、
官
版

格
r
d
Q
h
？
に
ぎ
Q

4

ζ

士
訟
竺
よ
心
打
、
お
腰
椎
mlJ

射
川
竹
中
考
え
る
上
〈
草
山
下
之
品
目
味
わ
れ
持
v
ノ

一
抗
原
栓
や
め
〈
る
従
来
の
ω／
孔
乃
諒
一
ι
一
千
－
現
在
わ
論
斤
J

i

径
六
条
の
規
定
す
fq
話
相
怯
は
、
窓
吏
的
に
よ
専
門
V
吾
主
り
結
社
的
支
出
に
対
円
）
市
民
が

1
5
u詮
刊
と
時
保
ず
る
千
四
日
と
う

J

て
発
＋
庄
一
五

且
口
湘
J
J
J
訂
作
ノ
凶
体
の
様
相
に
刈
て
ヱ
り
脱
税
事
羽
に
つ
き
、
花
万
平
ι
述
べ
る
、
と
一
を
以
ド
〕
て
い
ァ
ハ
q
c

民
、
市
開
桂
川
い

一
〉
j
lノ

エ
ハ
ミ

2
J

vr
の
よ
う
L
J

手
法
的
性
夜
、
吉
右
す
る
の

FK米、

7
訟
は
、
清
岡
柿
戸
川
〈
烹
オ
的
人
梓
の
い
ず
れ
の
知
担
で
お
肌
川
河
す
る
の
か
と
い
ヘ
二
L
r

を一叫

古
川
し
こ
主
人
↑

三ヨ
子ノJ

一
六
条
は
一
主
町
的
品
川
認
を
4
又
け
な
い

と
規
定
L
P
、
い
る
こ
と
か
ら
、
一
立
法
、
な
旬
、
左
前
待
週
、

cyり
は
か
国
王
～
は
品
行
ハ
公
川
大
凶
体

の
時
、
封
。
／
h
H
主
尽
に
よ
ム
》
十
～
て

山
｛
門
体
〆
一
1

て
の
性
詑
を
右
1

2

1

レ
？
三
小
一
一
等
一
で
1
0
J三
日
も
存
在
L
t
L

Q

一

〕
か
六
事
く
れ
u
d
J
A

は
、
詩
相
の
処
店
、
乙
？
っ
干
ホ

J

読
を
請
求
す
る
一
い
う
官
版
で
、
清
判
定
；
P
Z］
ん
お
靖
点
祥
一
三
益
h
R
R

一－v
J

て
に
え
て
い
る
け

た
だ
、
請
願
権
三
叩
に
汚
犯
請
求
権
問
又
布
μ
砲
し
一
二
L
U
札
え
る
と
に
｛
ノ
に
t
は、

J
R
y
n
rバ
王
に
刈
一
て

一本
A

れ
な
が
ら
と
詰
J

酒
、
v

山
川
る
権

利
1
乙、

J

て
丘
均
d

J

た
品
開
問
権
の
じ
中
戸
μ

は
泊
ハ
口

J

て
い
る
が
、

国
民
王
枠
疋
理
に
一
つ
戸
イ
問
I

弘
法
同
お
げ
る
品
同
権
♂
川
刷
所
と

J

て
ほ
あ
ま
り
に
も

白
い
判
的
八
一
も
の

L
f

の
叶
指
つ
J

、
な
さ
れ
工
い
令
じ
三
こ
亡
、
詰
切
砕
い
つ
岡
山
杭
川
な

f

玉
川
出
予
見
出
す

Eti、戸一
J

か
わ
七
、
清
助
梓
ー
一
ゲ
一
政
治
安
h
品川

権
利
こ
し
て
、
参
政
権
に
近
い
位
置
い
μ

け
11ワ
一
ノ
見
来
日
p
r
F
刀
に
じ
エ
張
さ
れ

72k
〆
〕
に
な
る
c

こ
心
』
に
コ
い
亡
、
付

f

臨
幸
町
教
技
法
、
河
内
一
権
主
能

動
的
非
日
即
日
ζ
L
v
k
付
置
づ
1

川
、
を
の
自
主
を
い
h

h

の
と
う
に
説
日
ノ
す
る

詰
版
権
内
去
の
わ
山
中
市
一
日
抱
千
t
J
一
ー
る
姥
同
一
一
買
取
を
受
H
L誠
実
に
込

定
ず
る
げ
す
甘
か
負
わ
せ
る
に
こ
や
／
一
寸
d
h

－一
idr
根
間
は
許
胎
内
容
に
市
ド
ゾ
↑
」
神
田
を
b

る
べ
き
弐
掛
ヱ
ゲ
バ
リ
つ
わ
ド
ノ
て
は
以
い
w
L

と
す
る

ノデ
1

戸に

日
々
の
性
別
い
は
、
冗
恥
国
一
政
に
民
出
ん
ど
反
眼
壮

ν
め
よ
う
乙
十
る
U
4
日
ど
士
山

rる
↑
い
で
、
参
政
一
培
〈
し
て
把
押
す
べ
き
沌
惜
の
十
行
ず
る
こ
ニ
凶
作
イ
｛

γ

ムヂレ

地
い
一
子
、
「
決
定
権
約
三
昧
乙
ど
も
「
ノ
も
の
で
は
な
い
1
1
2
、
問
必
的
参
政
得
と
は
竹
山
山
L
r
w
に
？
）
、

J
U
）メノノ
f
o
o干
ノ
な
本
J

政
惟
～
J

尚
光
す
る
H
h
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咋
叩
’
口
い
や
も
勺
て
い
A
U

」c

一
心
J
ト
つ
な
民
解
は
但
に
も
内
っ

h
る

油

虫
J

A

沼
教
段
は
前
回
権
の
乏
状
か

1
U
J

っ
と
の
J
h
つ
に
、
旧
願
力
一
止
川
を

求
め
品
川
H
A宇
の
出
患
的
投
済
を
沈
ん
沖
す
る
こ
い
一
一
j
f味
1
0

り
J

＼

平

均

u

芝
山
但
岐
回
会
や
政
府
｝
ば
映
さ

t
L一
げ
い
う
色
味
心
ほ
ノ
ロ
主
主
で
も
る
」

一
る

F

－QJ
な
わ
ち
、
日
t
r冬
必
外
心
為
で
国
1
1
A

心
意
志
士
円
政
い
－
忠
明
き
r
」る

つ
の

1
伐
と
し
亡
、
恭
氏
格
的
は
一
機
詑

ピ
有
一
i

る
乙
し
な
が
ら
も

町
家
意
工
レ
r
J
比
止
に
幸
与
す
－

2時
列
で
の
も
の
で
は
な
i

い
か
ら
ム
“
お
氾
的
な
品
事
政
惟
ζ

は
し
ヌ
オ
わ
ば
、
市
毛
一
円
前
JJtγ

ー
パ
止
唯
一
で
あ
る
1

ノ
〈
ハ

yL 
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口
ト
一
け
検
討
カ
フ
、
訪
問
権
は
様
々
な
性
fJHyム
右
司

C

J

／
w
権
利
で
あ
Q

ー
と
ゾ
つ
、
と
J
川
え
っ
カ
か
え
ミ
J

二
の
↑
に
つ
い
て
、
司
川
↓
」
人
数
い
に
）
は

m
仰
慌
に
は
つ
り
内
容
が
ん
守
ま
れ
て
二
令

1

－ffrJ～川一町一川一一
J
f
u
c

山中

に、
T
m
L加
能
は
訪
問
を
す
る
こ
と
ノ
〆
一
対
ず
入
れ
f
前
市
を
7

に
ん
こ
と
に
よ
す

処
罰
さ
れ
て
り
不
利
保
十
一
附
附
さ
れ
て
り
、
て
の
他

4
M－rL
三
げ
右
い
ど
い
、
〕
柿
利
一
－
一
山
枠
的
制
百
て
あ
る
し
い
う
、
と
c

精
一
戸
、
回
ム
A
V
N
問
3
4
1

じ
ん
，
公
！
？
八
回
休
は
清
原
を
す
河
川
ナ
る
義
務
言
問
「
ノ
」
い
う
こ
〉
治
＝
？
円
、
川
山
W
J
3
7
1
則一

1
た
川
氏
問
け
占
一
附
邸
内
容
を
↓
一
羽

L
1よ
け
れ
ば
ヘ
よ
う
な
｝
わ
け

で
は
な
、
が
、
一
首
肱
を
誠
実
に
い
込
起
一
i

る
け
一
一
務
会
H
？
っ
こ
い
う
こ
乙

二
ニ
戸
、

1

詰
慌
を
誠
実
に
児
ー
す
る
乙
は
、
長
匝
帆

muF容
や
吾
作
一
リ
る
と
い

三ノ、
j
f
｝一工丸山ァ
Q

－
も
〉
と
も
当
設
峰
、
日
に
は
必
ず
詩
務
内
容
に
じ
い
ノ
↑
」
川
口
自
を
に
ら
な
ド
れ
山
口
た
一
、
ノ
一
と
い
わ
け
て
は
な
い
か
、
請
医
会
三
九
注
す
れ
ば
詩
紙

i

一
一
台
台
誠
高
v
h
l

曲、」叶
7

な
け
い
仏
ば
な
ら
な
い
刀

J

ム市川

υ
、
詰
間
帯
を
め
介
、
ス
－
u

迫
在
日
前
内
は
、
詰
聞
社
常
き
た
不
的
人
権
刀
、
J
n
f
れ
の
知
立
で
内
山
刷
、
る
の
か
と

J
う

F

｝
と
で
は
戸
、
v
l

訂
制
μ
濯
を
同

ぐ
令
現
在
の
前
古
ば
、
木
刊
の
論

t
本
大
会
一
〈
間
連
ぷ
～
い
る
が
、
市
助

υ
山
万
円
で
／
4

は
わ
れ
J

場
合
、
山
村
γ
者
個
人
に
対
μ

て
常
き
か
什
い
パ
ー
と
ご
ま

A
ぺ
件
い
い
と
河
桜
に
名
当
者
に
汁
ず
る
長
制
効
用
ふ
を
及
一
は
ず
と
さ
れ
三
↓
旧
時
心
事
例
一
も
ご
力
し
戸
三
閃
連
ぷ
、
ぃ

で
叶
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と

志
願
栓
表
現
C
R
j一
心
匁
主
い
の
ふ
川
肘

代
汗
v

い
お
し
て
向
い
岨
乙
立
つ
〈
い
る
乃
は
、
ハ
に
竹
山
が
弘
行
い
さ
れ
に
よ
%
、
者
名
古
に
み
メ
ザ
L
て
／
れ
わ
れ
↑
」
恒
川
1
h
d

出
羽
合
が
詩
府
立
下
十
久
川
引
の
ー
一
一
以
や
一

k
Eー
す
る
か
？
｝
ろ
か
で
あ
？
rqυ

京
子
、
宇
判
決
に
た
り
ァ
ハ
q

話
相
惟
表
現
の
ー
一
山
｛
り
侵
害
U

告
知
に
つ
い
、
の
判
防
出
抑
を
帆
凱
ヲ
マ
ハ
－
1
1午
判
決
は
、
以
（
り

つ
り
判
阿
川
九
人
、
つ
成
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る
ド
第
ぺ
問
者
ん
円
、
心
l

よ
じ
川
乞
ず
れ
駄
の
門
h
は
l
r

丸
月
J

り
μ市
く
似
脂
さ
れ
る
と
河
「
J

日
、
清
同
権
に
よ
コ
こ
も
保
障
さ
れ
A

U

E

J

る

づ
｝

d

戸、、
ιv

円

戸
一
一
－

版
権
の
さ
刊
に
つ
い
て
、
一
官
公
16
に
付
し
て
、
〈
り
職
務
、
一
泊
す
る
市
y
M
m
ご
つ
い
一
〉
山
望
T
述
べ
る
こ
」
亡
九
旬
、
川
F

ヘ
も
、
話
肢
を
し
ム
＋
一
め
山

い
か
ー
は
る
芸
山
山
川
県
も
芝
1

け
な
し
一
ニ
し
、
一

f
れ
に
じ
請
願
テ

7
h的
、
告
漏
沢
一
J
A

る
よ
う
J
一
圧
力
土
加
え
る
こ
と
も
一
向
勾
れ
は
い
乙
の
拙

J

］
巴
か
斗

山
ユ
ム
4

円
ま
れ
－
4

f
d
l

一

と

L
て
ハ
る

第
二
に
、
話
際
法
行
一
条
心
ト
い
品
売
処
州
義
務
人
々
一
松
胤
ん
に
1
J

て
、
一
寸
川
崎
乃
必
U

口
ぷ
山
一
昨
日
、
ー
し
乙
吉
に
、
そ
の
真
止
で

お
る
ど
二
斗
J
仰
の
組
同
口
い
ど
碓
認
す
る
円
以
匡
一
二
、
各
用
者
々
刊
誌
や
い
白
む
ユ
山
山
川
町
一
説
に
記

J

、
何
υ
3
4
調
む
を
行
一
っ
こ
b

は
J

即
さ
れ
る
一
こ
す
る

h

お一

恒
引
一
向
向
調
査
で
ワ
ー
わ
れ
た
ん
以
問
の
「
ハ

J
E名
L
N
動
は
巳
一
課
mr

て
九
州
～
小
一

頼
人
に
来
、
れ
一
7
v
J
」か
ι

フ
一
一
一
以
際
に
回
守
口
々
川
何
故
U

泌
旨
に
ヘ
ノ

、
ー
、
ど
の
よ
♂
つ
な
ぷ
明
が
さ
れ
ま
し
L

～h
l
p

九
月
五
い
円
一
、
町

η
凶
催
7

に
F
7
校
法
備
日
同
説
則
去
に
は
本

JmJま
し
た
か
一
香
川

7
7了

泣
い
、
パ
～
場
ハ
μ

川
町
］
れ
の
淀
川
明
を
聞
き
、
中
有

y
rー
ザ
、
れ
吋
と
続
出
会
に
対
ず
る
ど
ム
八
ヘ
反
汁
）

？
九
｛
お
変
わ
1

り
ん
v

い
か
ハ
世
一

τー
参
川
4
L

弘
穴
一
～
…
場

九、）
f
J

タ
な
し
一
段
、
比
同
誌
に
市
北
小
，
f
校
の
統
廃
ム
に
つ
い
一
、
、
色
々
込
山
古
聞
か
れ
て
い
る
い
問
ニ
ノ
？
？
、

γ

白
一
タ
」
を
し
た
町
、
／
、
井
口
廃
ム
に
村
「

る
北
方
弘
一
反
対

F

に
ム
ー
も
変
わ
h
な
い
か
こ
一
と
v

うがパ
I
W
M
K
、
一
石
名
心
真
正
や
詰
配
恨
の
郁
し
v
h
の
硲
訳
乙
う
日
的
L
Z
u
d
dんに

J

の
で
あ
れ
川
、

斗
に
川
h
H
V
一
加
ふ
る
も
」
で
あ
る
L

J
ぺ
正
二
レ

Q
r
で
お
る
日
こ
の
よ
う
に
、
太
司
決
力
料
色
ば
、
前
川
一
高
H

口
説
去
そ
う
れ
ー
い
tJは
ふ
ゴ
さ
れ
る
こ
し
コ

っ
、
万
件
に
お
心
一
、
行
わ
れ
た
「
州
日
出
現
へ
の

部
カ
祥
ち
の
青
山
r

L

ヤ
L

寸
出
の
お
廿
心
停
ガ
一
寸
」
、
d
F
1
L
リ
」
な
け
白
人
々
注
目

dtu＝
ょ
で
あ
る
こ
こ
ど
討

ほ
J

こ
、
：
令
市
に
あ
る

ギ
判
た
は
、
清
凶
権
が

1

長
質
的
戸
立
与
寸
v
州
さ
せ
る
よ
う
な
亡

J

ど
h
N

円仇一政
ucれ
る
と
「
コ
る

わ
ん
亡
、
一
間
印
刷
げ
が
有
u
h
J川
町
w
t
k
ヲ
句
者
主
主
力
見
出
、

い
う
り
去
で
れ
わ
れ
～
場
合
に
、
前
回
一
法
ハ
誌
の
誠
U
1
M
V一
国
表
訟
を
杭
純
h

d

げ
に
附
別
訪
問
剖
去
を

t
y社
民
一
J
M
叫
め
ら
れ
A
W

と
「
る

そ
d

て
、
本

判
決
法
、
日
川
町
内
吋
梓
・
去
現
の
白
山
刊
の
同
凶
作
F
C
r信
↑
い
は
、
個
別
市
問
調
査
い
弓
権
限
行
債
の
あ
り
力
が
涜
J
、
で
あ
る
〕
凶
行
h
y
p

杭
ね
す
る
こ
し
よ
い
作
制

み
と
提
示

fム勺
J

本
町
日
一
民
心
計
価
与
今
一
／
↓
山
一
じ
る
で
あ
ヱ
、
7
4
肋
権
・

1
R
刊
一
の
じ
パ
ト
の
侵
戸
の
石
軒
に
つ
い
に
の
判
断
ど

v
r
F
M一部～一
G

べ
き

rー
の
う
つ

？、、

／
卜
判
決
心
心
一
て
つ
注
川
陀
仲
机
み
に
お
い
T
問
題
こ
と
る
引
は
詰
胤
u
f

い↓j
一
条
乏
が
ー
チ
処
巡
表
務
官
根
拠
に
恒
別
訪
問
調
査
を

h
－
つ
権
限
が
認
め
ろ

6
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；
の
片

t

コ
い
て
、

v
J
f
仙
川
川
、
寄
れ
に
よ
る
請
願
心
同
台
、
請
願
佐
の
矧
IZ一の
み
L

ナト
J
J
J
3

芳一
M

J

心
門
市
力
側
IZ一
を
十
三
一
る
た
め
に
、
ぐ
れ
ポ
全
戸
九

持
降
、
台
れ
る
に
は
一
以
く
t
k
出
一
行
為
干
巴
L
止
三
ら
せ
る
－

d
間
的
な
抑
止
効
忠
』
ば
待
除
き
れ
丈
一
く
て
ほ
ヨ
り
い

f
名
か
Y
J
H
T
い
に
村
川
ず
る

の
働
き
か
け
い
泊
三
C

れ
Jq
いv
f

ぐ
ず
る
ι
も
上
、
古
色
者
い
こ
対

γ
る
ん
哨
別
訪
〕
同
苅
ヘ
ド
リ
？
ιfh
し
と
し
士
え
い
じ
い
、
一
「
yi
わ
の
組
枠
一
軒
、
一
M
L
ご
い
て
も
ぎ
名
「

yL
心
い
山
v

河
川
泊
二
し
L
立二ノリム」
F
A吋
か
高
／
L
h
h
＼

山

V4LF山
下
り
t

t

G
長
町
的
諮
臆
｝
よ
ノ
品
川
軒
力
行
の
量
点
は
士
会
く
抗
日
わ
し
引
る
こ
ζ

に
な
ご
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ぞ
れ
ゆ
え
、
一
再
れ
討
は
、
ー
灯
蹟
桔
保
障
の

n
i

一

待
、
、
す
る
一
し
に
工
つ
い
一
ご
あ
る
こ
の
よ
う
ピ
、
戸
別
出
左
前
向
一
川
及
ほ
お
」
宇
部
苅
雨
水
に
鑑
み
ゐ
と
、
亡
し
え
百
科
心
ム
コ
（
ド
辺
市
…
一
り
起
日
一
U
唯一
ML
に

内
容
～
1
J

亡
、
原
則
と
1

V

L

、
議
出
ど
交
付
に
検
出
カ
ヱ
判
別
的
に
働
き
か
け
や
交
げ
な
し
こ

ιを山内

山
出
2
h
w
も
の
で
あ
っ
と
し
て
九
宮
内
討
に
対
し
て
間
別
訪
問
調
公
F
一ノJ
司
、
工
｝
結
晶
き
れ
な
い
こ
と

れ
日
対
1
J

て
、
木
判
決
は
、
前
同
の
内
容
ん
J

呉
市
査
「
る
乙
と
を
ム
う
ん
で
い
る
前
開
仏
企
条
げ
ド
J
H
U

る
試
ピ
処
理
表
務
官
杭
刊
に
／

ハペルん」
ρ
コ

寸山や
H
r
M
V
］
臼
主
任
認
す
る
4

め
の

倒
主
江
間
十
」
九
λ

行
う
と
〉
は
詐
さ
れ
る
こ
し
て
い
ム
V
J
J

木
戸
土
決
け
、
伺
川
副
ム
」
4
M
問
Z
L
礼

μ体
が
常
に
要
約
効
県

主
投
は
一
o
J
と
ヂ
る
学
J
A
C
指
泊
三
い
M
J
J
し
こ
デ
ハ
ず
、
心
L
つ
己
己
三
一
弘
る
よ
H

粧
の
山
市
川
台
、
安
ノ
i
な
出
、
紘
一
し
も
〈
て
一
一
付
わ
れ
る
旭
町
訪
日
お
r
t
y
w
H
J斗

か
γ仲
良
行
使
で
ゐ
る
乙
し
ょ
ノ
そ
訊
ん
か
」
小
L
L
L
る
－
停
か
に
、

J
Z
L
1
川
目
当
つ
捕
す
る
士
J

に
低
別
刊
出
一
点
去
の
及
出

ru一
料
一
一
川
呆
に
つ
ト
て
記
芯
寸
る
」

ザ
は
必
更
で
丸
る
d

7

か
に
、
有
名
に
一
士
令
請
願
は
、

ん
で
÷
江
辺
活
動
r
よ
ロ
忠
る
が
、
伯
L
3
↓
述
寸
〉
ム
衣
づ
川
市
町
J

注
目
黒
ー
は
り
有
村
h
E…
日
士
官
公
官
斗

に
能
川
」
る
y
と
な
け
叶
的
し
し
7
1
「
ム
伯
尚
事
川
引
に
か
か
わ
る
ク
オ
抗

0
4民
υ人
に
住
民
が
可

対
容
の
前
閣
官
’
f
J
A
1

一
こ
と
に
十
一
卦
イ
4
川
一
心
円
六
れ
ゆ
J

、

川角
u
h
v
h
H
C

♂
久
力
件
川
心
記
肢
に
↑
h
偽
つ
J
w
のりい
J
ど
の
主
主
が
涜
わ
「
t

よ
一
つ
な
住
何
十
一
に
庖
ム

J

な
い
寸
前
閉
引
許
さ
れ
ム
？
と
な
A
W

と
、
品
開
コ
喜
J
A
4
1
J

相

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
れ

之
が
三
、
、
日
間
r
惟
の
保
障
ち
よ
り
克
川
沼
山
な
も
の
工
合
た
め
日
も
、
一
ぺ
乞
の
兵
一
七
平
一
制
LrZLd必
ず
る
一
～
め
の
相

ー
」
叫
調
査
」
ヒ
行
「
こ
と
が

J

汗
さ
れ
る
、
ず
る
本
判
決
の
判
断
は
妥
当
と
あ
ろ
己
主
ノ
生
、
桝
半
「
川
詞
竹
L

が
司
さ
れ
る
と
い
一
ノ
υ
↓
坊
に
う
た
つ

に
乙
し
と
弐
咳
れ
主
に
対
一
リ
る
置
引
の
詩
作
、
つ
い
て
て
れ
が
及
ぼ
す
L

妥
結
効
忠
一
、
昨
み
孔
い
い
山
但
王
豆

q
F
J店
主
一
行
一
つ
べ
き
で
あ
人
入

一
戸
ム
コ
コ
、

ち
と
2
4
t

お
T
U
U
J
J
山
更
で
あ
る
こ
1

て
も
、
宮
川
れ
ず
unL
い
勺
ん
す
る
笥
別
出
調
布
に
つ

w

て
は
、
当
以
仁
川
り
リ
川
外
に
お

rr」
な
詞
去
！
刀
法
が
な
い
場
介
に
心
み
ん
什
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
も
、
通
む
汁
に
対
j
る
間
引
の
調
査
以
内
出
方
茂
山
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
る
六
き
で
あ
る
す
る
の

' 

' 

' 

本
件
心
地
人
口
、
若
々
刊
日
吉
川
に
各
訟
の
円

qr防ーと回心
7
7
2
7引
ゲ
っ
か
り
今
ま
れ
f
い
守
一
と
、
軒
々
ハ
ハ
V
4
4

コ
バ
～
事
ど
が
統
h
r
J

ム
宗
に
よ
三
、
作
流
べ
れ
る
＋
R
4
川大川 CJ) 
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の
お
で
あ
っ
た
3

椛
川
口
町
刀
、
4
併
す
匂
ー
に
小
・
育
小
粒
博
」
台
に
閃
す
る
Lμ

小
片
山
恒
で
の
一
耐
町
会
℃
ば
反
吋
M
M
「

γ
げ
が
山
さ
れ
h
ゅ
の
V

っ
γ
こ
と
、
ち

μ
川

或
明
＋
山
ヤ
忠
は
二
つ
あ
り
、
え
の
よ
九
二
つ
は
一
小
，

υ小
社
民
～
案
－
ば
ム
山
桜
悶
Mm
心
住
い
h
k
望
事
件
引
で
あ
コ
た
と
、
、
一
号
二
千
ん
ど
に
部
地
で
ぜ
問
ず

ソ
芝
、
は
多
目
trvI吹
川
を
円
久
寸
一
A
V

上
、
立
ず
を
の
匝
停
が

IJ止
広
さ
れ
る
ζ

心
い
え
な
v

ご
と
一
か
考
片
山
ち
れ
ば
、

JSh右
一
、
だ

f
h
v
M引
の
詞
必
の
，
L
】号、

wr＋：
ρ
占
め
っ
た
こ
i
1
4

司
、
、
き
で
ib

のつ、フ心

て
は
、
ι

1

ぜ
ぷ
判
決

JLH別
訪
問
叩
副
止
の

部七
J

達
比
乙
1

1
か
f

h

円
ノ
＆
本
州
v
t
仏
ぼ
一
詞
立
川
象
討
小
山
町
H

山ん
L
時
J

～
ー
で
れ
わ
れ
て
お
り
、
出
九
円

へ
ど
強
い
令
も
O
で
は
な
う
っ
た
と
レ
て
い
る
一
と
か
っ
、
相
引
訪
問
削
査
に
芯
け
か
怒
様
や
一
同
坦
と
は
し
て
い
な
い

J

と
い
う
コ
て
、
相
別
訪
問
引
い

査
の
告
白
川
怖
が
司
王
伊
一
け
と
と
回
答
を
一
四
v
る
も
り
で
な
か
ア
f

～
以
上
、

xに
よ
る
思
想
良
心

U
l而
の
佼
山
五
日

1
弘、
D
認
め
一
、
つ
れ
な
い
の
も
当
然
亡

あ
る
と
い
メ
る
よ
本
判
決
が
問
題
ル

L
て
L
る
の
は
、
個
別
訪
問
調
査
の
ん
甲
状
立
は
ザ
＼
F
A

乙
で
釘
わ
れ
た
哨
品
川
心

R
附
古
川
で
の
る

l
f
f
J
 

六
マ
ー
ィ

山
内
、
ヰ

1
山
ば
、
個
別
記
問
調
査
に
釘
い
ァ
ム
守
わ
れ
た
川
バ
聞
が
行
名
の
兵
士
山
や
一
「
川
原
の
起
己
刊
の
一
世
認
／
い
う
H
U
的
」
円
基
づ
く
も
の
仁
z
ゃ
る
か
さ
一

か
と
工
つ
こ
と
に
行
、
円
を
あ
亡
、
い
る

事
件
の
一
場
介
、
白
W
討
中
目
前
E
に
存
し
て
行
わ
れ
ム
ー
九
つ
の
民
間
心
、
つ
ら
、
一
円
及
は
き
れ
J
L

唱
な
い
も
り
の
、

っ

' " 

に
つ
て
は

1

岩
ち
の

R
J川
や
み
肢
の
趣
旨
の
伴
必
と
レ
フ
口
伝
」
で
行
れ
れ
た
も
の
て
正
ノ
、
時
仏
な
も
の
と
い
え
る

子
れ
之
は
？
と
、

d

一
一
七

7
一

；
l

；

［

［

［

 

｛
い
て
は
い
行
朽
の
白
～
げ
や
話
相
の
組
旨
〉
依
認
こ
い
ん
戸
川
出
1

げ
し
問
担
え
た
も
刀
で
あ
っ
、
一
不
コ
に

一
い
刀
古
加
、
ス
る

も
り
と

4

て
い
e
Q

日
｝
心
点
に
つ
、
v

て
の
迎
併
で
よ
み
ム
日
平
－
、
当
殺
到
同
は
「
高
包
勾
主
」
れ
閉
一
仰
の
恥
」
百
｛
U
搭
－
ば
と
い
川
口
市
に

1

1

リ
ヘ
下
く
必
定
性

ω
ば
い
も
の
で
あ
り
、
－
た
予
っ
て
誠
実
処
岨
特
持
し
の
問
日
開
～
お
い
て
正
主
化
立
さ
な
い
も
の
で
あ
る
、
」
に
J
L
h
f
v
p
p
ら
ず
、
止

が
牧
リ
三
ご
L

の
K
Rノ
川
礼
町
長
問
、
十
」
七
ワ
た
の
？
に
1

工円

h
ば
、
当
は

T
閃
心
日
間
ば
「
げ
る
司
f
J
1

心｛い六
γ

止
や
品
開
刀
υ

芯
日
の
符
υ
此
」
で
は
な
ご
い
釘
uyf
「
u
に
汁

Z
Q

E
h
L
？
担
ハ
ー
ー
で
あ
る
と
周
一
併
み
じ
と
る
を
惇
い
な
い
じ

J

］
］
｝
一
｜

i

h
u
e
一げ一
i

「一一
ur
い刊戸一昨限る

！
？
川
付
右
や
〆
名
前
動
七
二
対
し
て
不
主
に
巨
お
を

Mar－る

も
の
に
し
て
る
の
は
、
ま
き
に
斗
ぷ
貨
同
ぷ
川
忠
迫

i

一
と
い
う
回
以
・
動
機
こ
志
づ
く
も
り
で
あ
る
と
い
う
ν

と
を
明
、
h
か
に
し
て
い
る
と
芭

併
す
る
の
J
J
L
ー
で
あ
る

e
4
7
1
 

が
、
苦
々
日

こ
の
よ
う
L

、
木
叫
訟
は
、
沼
山
川
一
訪
］
同
判
明
査
L
お
い
て
一
汁
わ
れ
九
質
問
の
一

r

口
に
川
す
る
円
週
一
【
害
！
〕
い
う
H
A
m
e

町
授
か
勺
什
？
わ
れ
た
も
の
さ
あ
句
、
柄
引
訪
問
調
査
3
民
議
／
二
五
一
関
係
に
、
ど
の
、
今
？
な
質
問
U
V一
行
う
こ

ル
一
ー
は
い
が
端
的
に
主
主
、
な
権
限
む
倍
、
す
な
わ
ち
、
！
人
’
十
刊
一
h

O

4
別
的
件
一
一
一
に
1
P
1
し
品
問
権
介
一
侵
害
ゾ
J

4

A

V

乙
い
当
こ
と
も
と
指
抗

f
い
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7
γ
も
、
制
別
訪
問
削
胴
上
九
h
そ
れ

μ体
は
一
バ
さ
礼
る
三
す

Jる
木
村
氏
の
リ
場

JT：
一
札
は
、
あ
る
い
は
、
山
・
山
山
山
の
質
問
に
つ
し
て
糸
、

4
マ
ケ
口
の
立
正
平
清
肢
の
船
出
巨
心
作
d
と
い
う

E
的
一
に
こ
り
必
問
丘
、
あ
る
こ
乙
人
公
一
市
デ
こ

r一
が
で
き
引
ば
川
小
山

cd乙
る
レ
も
し
れ
な
い
r

し
か
し
、

引
む
汗
心
訪
れ
ハ
口
、

少
な
に
乙
も
も
川
は
一
川
一
，
r
山
山
山
一

に
つ
い
へ
で
心
古
河
内
勤
楼
y
J
U

苗
む
討
の
抑
庄
で
」
め
る
ζ

トス
J
ご
一
を
戸
川
一
応
寸
メ
ω

に

め
心

J

九ん
L

小
説
明
さ
れ
と
お
ら

r、
さ
れ
ど
与
に
は
し
山
、
い
り
は
も
実
際
小
W
M
M
e
動
機
ぼ
J

Z
ー
で
お
わ
、

Rhn
百
に
ド
円
J

F
〈
J
W
J
に
正
力
を
加
え
る
も
の
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J
白川内ゐっし戸、

J

三ど
1
j
J
K

ア

2
〕

）

f
i
；
1
f
v
l
：
j

U

1

8
そ

ν
、、AJ

〕、

一

7

ド
ト
判
れ
は
り
こ
の
で
つ
三
判
断
枠
組
三
九
回
担
が
な
い
わ
け
で
は
な
パ
ド
し
不
判
決
は
、
損
害

Mmの
え
心
に
mu
工、、

x、
x、
X
、

x、
x

に
コ
い
）
、
は
、
二
一
ヘ
ハ
〉
一

υ判
〉
九
？
一
れ
江
川

1JJ1x、
X
に
つ
い
て
は
、

x
b町
職
員
一
年
片
山
吋
L
川
政
に
悶
「
匂
話
中
、
二
時
判
泣
く
J
v続
け
、

h
b

－
職
川
一
が
完
売
に
夜
間
に
空
し
だ
一
A

片
山
同
は
比
校
的
信
一
川
出
C
あ
J

た
ど
め
山

け
つ
向
い
こ
し
一
二
し
る
個
別
～
同
問
調
企
が
そ
れ

μ休
指
的
に
連
法

な
掠
限
行
内
て
？
？
礼
店
、
木
米
、
問
書
店
南
江
包
寸
わ
な
は
ず
で
あ
る
と
」
二
る
と
、
本
土
プ
～
伐
の
ど
叫
に

民
性
が
£
る
r
A
rほ近、山守山川
f

よ
じ
る

官E

プ
ブ

f
J
ン
i

住
民
古
河
有
1
4
u

不
刊
に
ョ
い
工
同
町
出
ー
と
な
フ
、
ど
令
の
は
、
民
総
「
プ
が
判
名
作
に
記
載
さ
れ
た
胃
竹
名
川
氏
名
泣
び
件
サ
と
ρ

フ
附
人
伯
報
を
コ
シ
ピ

J
1

、H
1
立
川
、
死
L

山
山
一
、
京
挨
得
：
弘
、
背
凶
川
、
川
寓
に
問
FJ
る

ムマ、ヲて
、Jp
l
y

ク
い
I
ヘ
ー
一
コ
ヘ
士
心
デ
l
夕
日
γ
μ
J
V

一
－
よ
い
ぺ
久
む
の
判
長
登
録
の
存
住

安
r
r
H
h
J
A
ν

一一
h
」l
」九一ヘ

以仏米
v

に
情
悼
の
日
間
f
d
y

使
山
二
泊
～
～
リ
プ
弓
パ
ノ

ブ
ウ
イ
パ
J

－
権
に
つ
い
て
は
、
先
末
、
立
川
1
r
r
のけ
j

信
士
山
川
主
点
ず
る
J

？
引
乙
し
て
不
法
行
為
？
の
印
公

μ
L

一
刊
い
に

f

山
I
C桂川れ
r一
［
て
も
碓
立
「
る
二
乙
一
三
仇
る
ι
v
Lつ
一
に
、
辺
見
、
引
一

寸
ラ
イ
ハ
ン
心
梓
刊
は

11－、〆ヘ
λ

J

しノ

で〉 例
は
一
何
人
FJh私
パ
活
の
F

一一山の

－
J

了
、
プ
弓

1

ハ
J
i
D
伝
誌
の
柁
阿
を
一
－
A

＋λ

さ
時
一
、
い
る

J

九
U
、
川
出
品
に
お
い
て
り
ワ
ラ
f
パ
ン
！
持
？
平
に
忠
生
活
の

一
と

V
7「
一
一
己
情
説
つ
J

K

げ

1
ル
権
と

つ
ζ
L
て
、
舟
人
J
Y
へ
何
人
に
内
向
す
る
法
M
U
2
uり
に
第
一
討
に
以
hii
え
は
公
表
F
h
h
h
h
一
し
阿
ど
有
す
る

隠
と
し
て
－
、
は
た
T
＼

l
己
に
悶
J
7
Q
ι

川
市
立
札
れ
主

J

ン
r

ロ
l
ψ

C
1
一
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4
3
レい

－
y
力
ユ
苛
比
w
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二
L

い
る
一
こ
の
ー
門
「
｝
他
球
コ
、
口

w
作
説
は
、
総
々
な
恰
誠
＼
心
ア
ん
ノ
一
ス
げ

J
J
J
U

川
匂
に
な
コ
一
こ
と
に
よ
っ
仁
、

立
漏
え
t
v

？
私
的
怖

慨
は
声
九
九
他
菅
ひ
っ
7
ク
七
2

ヘ

る
乙
い
ス
ノ

Jι報
化
ご
h
に
社
会
主
点
下
景
～
笠
渇
し
た
も
心
で
あ
る
一
U

J

怖い法
J

J
／1
f
h

ル
権
の
よ
μ

で

は、一九市内凶
e
H口九
1
h

、
身
体
的
門
部
的
鳴
り
市
、
誌
だ
な
れ
会
的
宇
引
の
h
u
凶
と
な
る
叩
川
り
凡
〈
り
よ
ス
ノ
九
%
一

一
／
ラ
イ
パ
J

同
心
川
市
有

の
点

nJe
収
集
は
FI

出ん
ζ

J

一
、
一
セ
れ
な
ハ
、
、
れ
に
川
1
υ

て
そ
の
州
川
り
宙
人
寸
誌
に
j

w

て
は
、
山
「
な
ベ
パ
山
に
づ
っ
択
一
止
↓
な
！

μぃ
、
以
山
川
求
心
・
利
吋
1

三
ー
も

ザ
ラ
「
川
、
ン
？
J引
は
w
H
A
h

－門乙は
h

ゆらがふ

L
h
J

ぺ
こ
の
よ
う
包
市
お
も
、
ア
ハ
υ
ヨL
h

万
一
日
、
収
集
さ
れ
↑
『
ノ
、
h
A

ト
に
心
河
d
日
以
外
の
は
的
立
利
一
泊
さ
わ

た
れ
す
る
川
崎
台
は
。
ノ
一
ノ
イ
パ
、
ン

一
三
弁
に
－
J

い
へ
い
f
係
国
！
入
学
々
ハ
パ
幻
花
山

i
件
の

は
、
川
匿
さ
れ
と
ヘ
キ
必

り
女
性
古
岳
ず
？
一
込
高
い
も
の
と
は
な
い
情
郭
て
い
わ
っ
て
も
、
「

i
i

千
人
が
、
｝
斗
十
戸
い
か
欲
？
J
K
：
い
者
に
は

m
だ
め
に
ニ
れ
ど
関
正
小
沢
れ
た
く
な
い
と
弓
え

F

ヲ
｝
ば
門
扶
な
ど
と
亡
め
り
、
の
こ
L

へ
の
期
待
山
保
山
口
一
μx
れ
る
べ
み
も
の
」

Lr

六

本
R

へ
の
「
宝
日
に
熟
ゴ
わ
ず
に
L

Z

H

己
が
欲

γ
な
い
但

vuに
均
一
Jり
こ
れ
か
他

C
に
山
一
ボ
」
［
＋
ご
」
パ
、
ブ
↑
ウ
ノ
ハ
、

J
l
己
保
た
い
山
い
報
（
υ山口山
d
U
Mゴ
旦
に
つ
い
て
心
〈
「
品
川
ャ
な
胡
仙
川
主
哀
切
る
」
も
の
い

L
プ
フ
イ
パ
ン
梓
ね
h
z
h

を
需
給
ー
、
い
る

F

こ
の
引
ー
は
に
、
心
L
こ
、
日
収
1
p
哉
は
一
円
己
山
内
有
コ
ン

1
リ
ル
枠
と
い
一
ノ
一
口
山
吉
一
一
〔
川
崎
山
叶
じ
て
い
な
い

一て心北で
A

」ムよ
τ一げら
Y1Jん
計
詳
し
（
，
つ

太
件
は
い
旧
い
て
も
、
こ
の
r
口
己
出
柑
「
／
ト
ロ
〆
カ
山
「
週
こ
な

J

い
る
け
十
九

1
決
は
一
川
久
一
法

一
条
は
、
一
h
以
の
弘
正
川
1
わ
け

γ

一
か
公
的
情
。

円
戸
庁
内
に
刻
、
二
、
も
保
抗
さ
れ
る
丈
記
日
｝
と
な
規
定
し
て
い
る
：
ヘ
パ
〆
て
払
ち
、
間
人
心
有
パ
l
i
リト
U

円
市
川
の

っし

J

之
、
何
人
J

＼
間
人
に
川
刈
ず
る

情
説
か
み
だ
り
に
治
一
自
に
川
州
ボ
又
は
ヘ
ヘ
点
、
ト
れ
ば
い
門
市
を
ノ
ロ
ho
る
も
の
と
慢
が
れ
る

1

、
－
な
が
ら
毛
、
ー

τ
ヘハ｝八個
J

じ
の
君
主
予
筏
J

れ
に

川角
uh
川
畑
乞
「
什
業
に
よ
コ
て
チ
γ

y

ク
了
句
、
k

と
は
極
め
て
司
川
叫
半
で
、
J

ュトリルルでい
U
A
Z
円
詑
性
ペ
J

」
あ
り
、
ま
～
、
制
別
訪
問
制
十
立
て
れ
白
体
許
さ

れ
る
こ
ー
に
1
1
…
て
の
じ
い
的
を
達
成
ナ
る
に
L

＼

覧
表
作
設
が
必
要
と
あ
っ
た
乙
し
、

f
ア
？
？
ン
株
侵
害
に
つ
い
て
は
認
め
て
し
〉
い

ド
件
？
に
。
汁
る
イ
ノ
ラ
ィ
：
J

枠
に
メ
－
3
Q円
式
出

r
の
有
糾
に
つ
い
て
「
川
、

μ
十店一人
h

一点取桔い
e

t

丘
四
む
と
出
」
し
り
」
u

る
口
ご
い
か
か
に
与
え
る
し
か
に

よ
る

の
点
、
牛
判
決
は

覧
表

η
作
成
の

p
法
性
ぷ
あ
っ
～
／
｝
す
る
円
以
に
p

ど
う
で
あ
J

）
｝
し
と
も
、
ハ
者
名
溶
か
ム
一
一
以
集
L
↑4
H
Eヘ
パ
月
約

が
一
？
J
～
し
て
悦
別
訪
問

4

川
向
上
先
ぐ
は
刈
う
か
に
同
日
慌
の
な
い
万
民
づ
ミ
戸
川
会
、
校
夜
、
五
日
の
別
古
調
査
し
、
ど
れ
九
覧
五
に
記
載
オ
ミ
こ
f

は

不
出
で
あ
る
と
い
っ
ヘ
き
ご
予
め
2

？ー

つ斗浮い川

員士一

u
r
A
Uは
、
指
名
が
さ
な
ー
で
あ
る
こ
と
や
話
一
制
円
超
円
九
d
線
認
す
る
L7

め
に
円
わ
れ
G
向
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ー
山
な
制
別
訪
問
副
主
と
は
川
町
ら
か
に
閉
山
刊
の
ぽ
い
も
の
で
あ
る
口

こ
む
よ
ろ
な
一
匹
去
、
J

作
戎
が
れ
～
背
役
に
は
、

で
指
摘

J

？
と
乙
ろ
刀
究
夕
起

に
い
り
グ
る
ド
ー
辺
や
圧
力
士
う
か
が
う
こ
y

V
で
き
る
の
で
あ
る

J

た
す
似
の
行
政
力
沼
町
訪
問
向
調

j

一
の
日
的
の
も
と
に
詐
さ
れ
る
乙
し
て
も
、
知
山
訪
問
相
官
」
問
、
F
し
な
ハ
事
制
を
一
ω較
し
か
一

出

玄
心
作
成
は
一
以
民
L
f
d人
汚
較
の

l
的
外
川
河
で
あ
る
／
一
二
ノ
ヘ
き
で
あ
h
、
志
氏
一
糸
、
お
ふ
び
同
県
今
出
山
の
伺
人
沼
羽
深
戎
朱
例
に
反
1

ノ
〈
ハ

v

h
ら
よ
ム
ソ
戸
、
、

Y
士

と

2lJ寸
る
戸
、
人
＋
判
決
の
プ
ノ
イ
パ
ン
7

佐
沼
山
市
門
幻
＋
竹
村
心
刊
伊
ζ

苦
踏
培
＋
江
川
吋
小
山

lロ
自
に
必
ず
る
恒
三
u
の
有
叫
に
コ
レ
亡
の
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判
匝
は

苛
一
し
こ
い
な
い
こ
L

に
な
匂

2ヱ

イ
刊
は
の
h
t託
と
射
程

山
一
枚
討
し
て
き
）
木
判
決
に
は
山
山
叫
ん
一

h
Lね
六
な
晶
子
つ
も
、

一
つ
の
主
義
を
ふ
い
「
ヲ
ム
V
J
J

ま
ず
、
木
円
以
は
、
ふ
何
回
性
の
引
汗
か
切
っ
か
に
し
と
っ

芋
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引
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を
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す
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司
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司
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／
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＼
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～、ぃ
λ
一ち

い
お
い
て
、
特
定
力
集
同

個
人
に
対
T
A句作
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＋
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＋
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］
法
が
ど

の
ト
一
円
に
淀
川
…
l
て
い
く
の
か
八
r
伎
の
勃
向
人
三
♂
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叫
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叩
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叫
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付
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扶
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＋
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右
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、
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ぶ
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右
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ら
れ
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付
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／
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憲
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史
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憲
ム
添
川
と
J
A
一
匂
波
書
店
、
一
〉
年
一
一
八
九
口

ヘ6
）
い
日
刊
ん
〕
仏
↓
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］
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仏
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仙
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－
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収
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↓
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仏
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令
↓
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叫
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付
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台
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↓
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叩
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右
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付
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－
タ
？
に
へ
々
し
、
ノ
？
雨
前
培
l
t
T

川
引
に
「
リ
鋲
点
検
す
る
b

共
に
、
古
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↓
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仏
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｛
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ハ
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憲
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＝
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茂
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／
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叫
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反
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／
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わ
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／
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｜
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～
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仙
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｜
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叫
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岳
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て

L
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右
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強
み
る
と
、
ー
同
誌
的
、
川
働
き
か
け
人
げ
？
と
が
主
即
日
ヨ
ム
リ
リ
幻
だ
め
に
ん
り
い
同
法
制
一
や
右
1
J

て

る
b

市
川
州
さ
れ
る
こ
こ
は
、
注
常
は
刊
忠
之

さ
れ
日
ト
ド

へ
お
）
た
判
草
ー
へ
～
一
点
現
十
け
ら
什
規
f

訓
ζ

不
等
条
TA

－－
4

唯
一
刀
ら
、
汗
引
さ
れ
な
い
培
利
ヘ
守
4

リ
之
内
一
、
一
一
一
号
、
ハ
ハ
一
小
平
一

円
ノ
貝
け
王
山
、
む
2
2
W
F
円
以
、
当
↓
訳
出
タ
ヘ
カ
ら
け
て
、
そ
の
z
Jけ
社
古
川
J

U

悟
以
川
口
一
に
ゆ
で

h
v
L
ノ
！
な
い
ど
い
う
河
内
で
、
は
府
が
F

条
の
去
羽
毛
対
日
中
工
q
る
川
崎
人
口
、
政
府
の
権
以
行
買
は
正
当
洋
乞
右
ぜ
り
い
こ
↓
マ
旬
。
出
一
z
r
m
コ
ロ
さ

E
E一』今一三一）一三一円
rd一
｛
区
江

rvE

］

N
F
4
）豆、一一一同｛日
L

〆
Y
F
話
一
戸
の
ご
Z
E
－－一二一一
L
K
）（）（
H
A
V
A
X
J

）

～
引
け
）
の
ム
口
、
住
民
促
間
i

条
例
制
定
一
詰
求
に
お
J

て
会
例
引
九
二
川
ポ
代
表
す
か
ら
官
名
代
民
の
委
任
を
受
け
z

と
す
る
原
ιl
パ
目
、
そ
ワ
ヰ
ハ
打
、

む
弔
い
専
の
記
載
三
れ
た
有
名
収
集
妥
F
県
出
舎
を
市
ド
九
に
、
？
J

公
認
さ
れ
ア
ノ
イ
パ
ン

t
m
権
利
九
2

佼
筈
さ
ふ
れ
ム
一
｝
て
、
日
及
川
小
山
長
に

対
ぷ
、
損
害
賠
れ
を
求
め
L

～事一

τご
は
、
川
以
J

刀I

汁
治
体
が
住
民
設
で
条
例
制
定
請
求
に
係
る
い
自
ら
点
耳
目
時
三
作
背
（
U
氏
刊
、
住
所
世
帯
J
4年
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7
f

監
ま
に
～
－
受
任
者
乞
椅
乞
情
報
ヘ
ム
削
／
～
こ
と
バ
、
一
文
任
誌
の
プ

y
J

パ
ン
心
佐
利
を
侵
害
」
一
る
行
為
に
日
八
円
込
辻
、
て
あ
勺

と
さ
札
て
い
る
松

U
治
問
μ
山
一
日
牛
〆
月
一
7
1

軒

例

時

詩

人

五

人

当

問
j
R
Y
U

へ
「
ゴ
ど
の
よ
三
古
川
町
示
し
に
の
が
、
宴
の
佼
L

事
生
i

F

東
示
的
判
附
和
一

K
4九
月

八

E
h
「
山
主
青
春
h
u
u守
＝
ヒ
只
」
戸
あ
ん
円
、
）

f
u均
）
長
戦
川
町
利
回
向
井
月
一
四
日
別
装
二
一
巻
サ
六
一
五
只
。

二
三
田
批
判
附
引
有
六
i
同
月
川
己
「
品
集
圭
公
一
口
一
六
↓
（
J
U
R

f

叩
却
）
百
取
巾
1
4
4札
口
ぺ
サ
一
月
六
U

干
狩
二
〆
コ
同

3
七
百
ー

一
日
ゴ
山
中
勲
一

f
う

f
パ
／
？
の
特
別
一
ベ
わ

dFγ
れ
H
M舟
ベ
山
制
一
法
の
苧
h

一世
υ

活
問
、
二
〆
〉
f

r
、
年
｝
比
九
円

お
｝
？
ど
札
以
外
に
も
、
プ
ラ
イ
ブ
ン
健
会
一
千
へ
山
洞
古
ら
の
い
口
山
と
し
て
抗
、
さ
ωAJAιLP
＼

K
本
位
成
／
ノ
イ
ヴ
一
ヘ
ノ
権
論
一

一
日
本
目
論
打
、
九
八
六
牛
♂
同
一
九
cL、
人
出
が
山
問
、
形
成
l
よ
る
と
こ
つ
の
村
／
一
十
日
間
保
の
多
伝
川
ェ
～
応
じ
て
、
多
散
な
じ
イ

イ

ン
J

，J
出
屯
古
川
一
〈
U
F

じ
出
一
と
L
Q
J

る
説
に
し
こ
、
占
有
凶
山
r
h

人砕い古一怖の
γ
町
梢
成
一
一
戸
門
l
代
、
九
九

P1）
比
一
二
｝
一
ー

ι二
日
、
人

聞
が
切
り
川
主
を
川
町
つ
仔
在
で
f
き
Q
h

め
に
、
他

E
W一
」
灯
し
て
い
ヒ
巳
を
開
L
た
り
同
じ
一
り
す
る
渋
々
乙
し
と
捉
去
る
J
A
ζ

し
て
、
黒
山

川府弘

Z
A払
川
一
（
有
史
問
問
、
九
九
三
年
一

1
」

〈

へ

J

円
が
治
山
わ
り
れ
る
「
日
さ
ら
に
、
近
辺
、
プ
ラ
イ
パ
ン
ど
げ
河
川
刊
〆
ス
日
ム

υ＼

デ

タ

ベ

ス

η
哨
造
な
い
1

ア
ギ
一
フ
ン
イ
「
そ
れ
一
γ仏
心
コ
ン

1
口
7

刊
ζ
1
v

て
に
式
化
「
る
試
み
が
み
つ
れ
る

U
ド
民
同
J

一
プ
ノ
イ
パ
ン
の
は
注
J

ベ
ジ
二
ノ
ス

l

μ

一
口
、
一
」
一
〆
斗
一
八
、
良
－

ct）
↓
己
清
お
コ

J
f
u

ル
格
が
辺
説
的
地
い
が
一
ト
川
町
一
～
｝
三
ノ
白
川
摘
目
、
店
十
余
同
門
成
一
ゾ
一
ソ

f
Jげ
7
f
n
υ
i
d
R
利
ζ

知
人
法
川
折
々
誌
の
山

記
一
日
仏
様
子
泊
先
時
］
託
祝
賀
一
h
民
↓
山
川
市
こ
仏
の
ヌ
記
、

I
「
一
成
工
主
ニ
ハ
ノ
コ
八
／
L

）
八
川
一
m
y
d

川
｛
ピ
い
円
以
ン
ト
ロ
i

ン
躍
だ
一
支
持

す
ス
j

打
、
抗
的
ミ
ナ
川
一
J

V

一
、
千
六
部
9

前

掲

注

一

三

一
f

支
芦
品
仁
三
μ

一
憲
一
け
了
日
人
権
ィ
弘
前
巳
～
右
史
湖
、
一
化
九
四
恒
）

干
い
へ
｛
一
ヘ
ヘ
立
、

μハヘ「部
r男
一
憲
弐
M
W
J
I
F

一
新
川
ず
怯
一
ノ
一
件
）
相
川
叫
f

↓j

一目、

I

内
定
法
プ
の
フ
ロ
ノ
ユ

J

J

』
｛
円
以

t
炉

乙

九

ん

／
U

一

六

f

一一八十
l
、
抗
日
パ
削
山
尚
之
｛
い
U

4

一J
九
I

川
二
員
、
渋
谷
芳
情
一
定
v
l

日
」
右
を
捕
、
寸
一

い
七
年
｝
一
ペ
刊
一
ー
一
一
九
七
貝
、
出
怯
お
フ
一

y
u－一一一二
U
五
市
J
i
k

円
以
品
（
右
円
約
九
川
市
、
ヘ

γ去
一

ヘ

ー

↓

八

日
r
J

wr
杉

原

則

せ

ば

ι
C
判
例
ジ
ー
っ
ス
に
一
苛
八
千
J

一
門
）
つ
一
一
A
L
J

しいハ一豆

お－

u許ん法問

F

引
い
唱
司
法
一
江
）
同
五
力
一
一
μ

や
〉
」
百
以
判
平
安
万
4
A
Rハ
己
民
長
九
七
宮
？
に
一
J

ぺ
七
＝
汽

J
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、認
J

川
上
下

urυ

掲
王
一
出
土
八
五
ー
ベ
ー
ハ
吉
、
、
」

日
向
）
松
本
科
コ
パ
｛
「
議
涼
A

公
安
川
主
甘
リ
ァ
、
の
促
出
と
ソ
－
ラ
イ
バ
ン

1
伝
ヰ
一
市
折
田
ヘ
J

江
川
民
事
件
一
」
位
N

耐
伊
半
ふ
れ
上
十
六
嗣
「
判
例

議
長
百
仏
i
ガ
木
的
人
件
」
、
広
々
辻
、
↓
↓
一
け
二
一
、
ur十
）
二
九
牛
一
ド

Q
J
）

本
hw

に
お
い
て
｝
か
な
る
つ
法
戸
覧
生
ょ
J

作
成
さ
お
亡
一
か
k
あ
る
が
、
本
釈
氏
は
い
位
パ
口
川
戦
同
日
ρ
、
ヰ
什
覧
表
作
成
斗
？
に
μ
わ
た
わ
、

日
「
パ
基
本
什
恨
の
住
民
主
原
「
ア
？
？
衿
J
m
し
た
〆
一
主
張
す
る
市
k

れ
を
認
め
る
に
足
り
る
剖
拠
比
日
い
と
て
匂
）

f

お
）
関
ケ
原
町
（
り
州
へ
結
邦
保
ぷ
壬
州
一
は
、

h
p
乙
の
け
る
制
ヘ
桔
川
市
の
収
集
、
当
日
刊
日
芥
び
に
引
店
U

何
人
ひ
倍
供
二
リ
い
て
の
基
木
的
世
取
を
定
め
、

判
r
ヘ
治
部
市
川
～
述
ー
止
£
取
は
叫
い
を
確
保
一
J
7
Q

乙
ニ

2
、

rzん
ね
斗
の
凶
」
～
悶
J

J

G

佃
l
＼
伯
報
の
閃
ぶ
、
訂
置
付
寸
ム
ヘ
一
日
中
小
す
る
梓
利
む
引
っ
か
山

し
、
社
引
利
牝
を
か
設
し
、
山
川
と
町
1

」
の
わ
一
制
悶
係
む
涼
め
、
岸
出
心
ド
ι
で
聞
か
れ
f
…
町
以
を
v
t
f
t
T
F
勺い
L

と
ケ
目
的
日
一
し
一
）
定
め
つ
れ
に

fv
の
で
あ
h

一
一
々
也
、
町
民
主
一
い
り
ん
拍
棋
院
じ
、
主
人
情
計
γ
ゼ
収
集
、
保
明
正
長
引
沼
こ
V
」
こ
｝
て
は
、
℃
一
U
所
管
事
拐
の
い
れ
，
達
成
に
必

交
な
回
収
小
阪
の
範
凶
で
取
い
拘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
六
条
店

J

、
川
九
侍
読
む
収
史
M
7
d
F
る
と
き
は
、
情
f
、
情
報
い
り
川
刊
を
土
図
る
た
店
、

1
4代一
o
る
公
安
の
な
く
な
ぺ
一
、
刊
人
情
報
一
へ
摩
川
的
又

μ
げ
に
化
的
川
出
戸
仕
ず
る
？
uv
と
一
位
か
に
ら
れ
る
も
の
を
除
〈
J

r

M

、
速
や
か
に
弘
主

し、

λ
は
市
長
F
J
る
ニ
乙
〈
さ
れ
一
九
条
戸
（
号

1
mへ
情
報
の
収
集
三
日
日
的
人

Z
Mえ
た
利
用

P

人
は
j
」
↓
尚
一
十
三
地
機
内
除
以
外
の
も
心
こ
街

汁八

L
て
は
h
？
J

日
い
一
一
石
ベ
一
立
と
こ
｛
℃
や
亡
る

「判山
J

F
山
山
川
に
つ
し
て
、
訂
川
孔
託
収
は
、
「
該
低
人
法
誠
心
山
元
什
、
川
、
生
～
出
品
三
五
品
川
円
U
E伝
三
」
い

L
Hお
に
一
す
匂
山
間
人
出
限
の
一
円
札
伐
な
乃

て
毛
月
、
相
手
方
JVJ
一
り
え
た
包
人
叶
げ
〆
が
え
れ
e
b
z
l
J｝
士
、
い
有
名
ぷ
へ
卜
人
に
俄
き
か
げ
る
↑
J
t
L
竜
詰
脊
uう
れ
γ

知
る
こ
し
う
河
内
の
た
め

ι丸J

用
t
る
こ
と
は
、
川
来
の
は
山
外
の
町
内
可
で
込

J

て
評
さ
れ
な
い
v
と）

1

J

つ
つ
、
「
二
の
川
崎
川
口
に
口
、
拓
三
む
の
ぷ
め
に
じ
じ
て
閉
山
人
目

以
b
A
E
t
uァ
、
て
h

る
の
ご
は
な
く
、
百
む
者
た
り
の
ん
が
ら
］
川
ん
だ
ら
む
百
一
閉
じ
UY
伝
、
さ
士
一
め
に
勝
一
干
に
一
、
ず
に
わ
り
以
堤
前
説
ふ
じ
〈
一
沼

人
前
町
W
J〆
世
r
m
f
J
て
い
る
の
て
あ
る
か
り
、
主
主
の
ド
人
情
報
円
以
符
収
集
、
引
M
3
1
四
百
辿
ど
な
る
時
ん
口
こ
山
品
川
穴
な
っ
p
t

状
況
に
ザ
ハ
と

こ
す
る
そ
れ
一
叩
、
べ
一
首
ー
名
品
、
の
相
子
ん
の
恒
則
的
防
さ
引
パ
り
は
。
二
一
〆
ー
パ
ン
！
U

一
一
刊
の
問
題
己
ー
し
て
で
は
な
く
、
支
刀
引
の

1

杓
の

ま
名
作
の
保
互
の
問
題

γ
d
一
対
九
一
ゐ
～
き
で
あ
る
こ
折
抗
寸
る
リ
÷
一
日
川
前
提
山
一
刊
）
一
八
川
ニ
ヘ
↓
j

－1J

～
刊
）
吾
十
ィ
カ
川
UJEf
ノ

r奈
川
帆
務
今
川
ム
n沼
hv

予
刊
～
「
K
判
ιJ成
ん
仏
け
ハ
一

K
U民
生

ヘ

出

サ

ん

一

J
勺
に
お
い
て
は
、
云
ぜ
、
成
務

主川

pftい
必
安
住
が
あ
コ
た
の
か
v

石川市め
νc
れ
て
、
ー
は
い

z
こ
で
お
ー
一
一
な
ム
V
D
点
、
税
指
命
令
が
け
泊
い
人
教
次
の
現
叩
乙
」
杭
徐
す
る
こ
い
う
ぷ
別

的
な
立
川
7
L

右ソ一川る
L
C
か
y
、1

か
で
あ
と
に
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日
J

剣
道
A
三
日
恒
古
半
刊
己
恥
判
ヤ
点
八
年
一
月
ヘ
U
民’来
4
0
J二一？
J
凹
六
九
員
一
で
ば
、
こ
刀
J

主
的
川
J♂
校
長
力
政
孟
権
コ
出
店

1r

院
の
法
併
の
干
附
M
M
い
け
こ
牧
討
が
さ
れ
て
い
る
…
木
駅
決
で
は
、
一
三
↓
J

処一
Ff
三
つ
い
て
づ
J
f

－
の
内
証
ノ
し
れ

μ件
？
お
し
被
件
へ
に
信

仰
？
の
教
設
に
町
人
寸
J

る
一
汀
勤
定
ム
J

じ
た
よ
ぷ
り
て
は
な
く
、
そ
の
に
山
41
一
に
は
、
肢
ド
ル
汁
ー
へ
の
情
熱
口
、
り

U
山
土
佐
抜
的
に
制
約
f
る
も
の
〆
仁
川
い
い
に

引
い
が
、

L
V
し
、
従
】
主
人
が
そ
れ
ら

P

ふ
る
主
六
J

小
引
説
主
党
け
る

rpり
こ
は
川
、
山
災
抗
日
惇
此
階
、
こ
い
つ
自
己
の

f
叩
一
（
り
数
品
川
日
1

5
0行
動
を
採
る
こ
と
主
宗
会
な
ぐ
さ
せ
り
れ
る
〆
一
い
よ
ノ
汁
立
を
＋
F
fる
？
）
の
ず
人
V
v
こ
こ
は
別

v口一
と
あ
る
」
1

」
し
て
い
る
t

つ
ぶ
町
、
本

什
け
の
渇
ム
、
一
♂
J

校
側
一
の
制
沼
尻
作
の
我
山
扮
コ
汁

μ門
出
特
定
の
京
外
科
的
少
川
山
村
主
判
い
よ

tJ

し
た
住
置
r
L
あ

J
て」、

ri
川U
J

う
ぱ
到
決
U

長
併
が
裁
量
権
の
出
店
心
有
L

止
と
い
う
形
て
審
査
d

4

1

れ
て
い
る

wγ
ど
が
う
い
が
与
え
る

υ

け二

zν

川
ピ
ノ
正
信
事
刊
一
〕
ほ
と
っ
成
二
〆
リ
住
い
い
刊
一
日
記
長
六
（
ネ
〕
f
バ
ハ
「
勺
二

J
R）
で
は
、

4
件
〆
、
一
中
川
区
と
な
り
J
L

屯
る
巳
尚
九
み
の

泊
、
立
、

υ
う
ヘ
ハ
リ
ピ
一
ソ
を
紀
州
市
ず
る
こ
こ
は
山
吉
川
崎
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